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四
月
二
十
二
日
㈯
本
宮
市
福
島
県
家
畜
市
場
に
て
、
福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連

盟
主
催
（
福
島
県
後
援
）
に
よ
る
「
第
四
十
八
回
福
島
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ー

が
県
内
各
地
よ
り
多
く
の
優
秀
牛
が
出
品
さ
れ
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
長
に
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
の
志
賀
美
子
氏
、

審
査
員
に
岩
手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
酪
農
家
中
六
角
保
広
氏
、
リ
ン
グ
マ
ン
兼
ア

シ
ス
タ
ン
ト
審
査
員
に
郡
山
市
愛
牛
家
尾
形
亜
紀
子
氏
を
お
迎
え
し
、
厳
正
な

る
審
査
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、郡
山
市
の
松
川
結
衣
さ
ん
、

川
俣
町
の
菅
野
梢
さ
ん
の
お
二
人
に

デ
イ
リ
ィ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
と
し
て
、

今
回
の
大
会
に
花
を
添
え
て
頂
き
ま

し
た
。

　

出
品
区
分
を
六
部
制
に
て
開
催
さ

れ
た
今
回
の
大
会
で
は
、
県
内
各
地

よ
り
三
十
七
頭
が
出
品
さ
れ
、
本
県

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
改
良
促
進
に
必
要

な
飼
養
管
理
と
乳
牛
に
関
す
る
知
識

の
普
及
啓
蒙
を
図
り
、
酪
農
経
営
の

合
理
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
、
会
員
同
士
・
仲
間
同
士
が

参
加
し
、
終
日
活
気
に
あ
ふ
れ
る
大
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福島県酪農青年研究連盟主催

第48回福島県ホルスタインショー開催！

48

来 賓 祝 辞
福島県農林水産部畜産課長

白石 芳雄 様

酪青連　佐藤 正仁 会長より
主催者あいさつ
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会
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
ジ
ュ

ニ
ア
シ
ョ
ー
に
は
元
気
な
子
供
た

ち
十
四
名
が
参
加
し
、
自
分
よ
り

体
の
大
き
な
牛
を
一
生
懸
命
に
引

き
な
が
ら
、
ち
び
っ
子
リ
ー
ド
マ

ン
と
し
て
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
表

情
で
立
派
に
牛
た
ち
を
リ
ー
ド
し

て
い
ま
し
た
。
将
来
の
逞
し
い
酪

農
家
へ
の
期
待
を
し
つ
つ
、
子
供

か
ら
大
人
ま
で
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

シ
ョ
ー
を
き
っ

か
け
に
交
流
す

る
場
、
切
磋
琢

磨
す
る
場
と
し

て
、
今
後
も
ホ

ル
ス
タ
イ
ン

シ
ョ
ー
を
開
催

し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
、

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
、

経
産
牛
の
部
本

宮
市
Ｔ
・
ユ
ニ

オ
ン
デ
ー
リ
ィ

さ
ん
出
品
の

「
Ｔ
．
ユ
ニ
オ
ン

ア
フ
タ
ー　

エ
チ
ユ
ー
ド
号
」、

未
経
産
牛
の
部　

磐
梯
町
足
利
秀

忠
さ
ん
出
品
の
「
バ
ン
ダ
イ
デ
ー

ル　

ス
タ
ー　

プ
ラ
チ
ナ
号
」、

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ー
で
は
、
福
島
市

鈴
木
琥
太
郎
く
ん
（
小
六
）
が
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ベ
ス

ト
シ
ョ
ー
マ
ン
賞
は
福
島
県
立
岩

瀬
農
業
高
等
学
校
三
年
生
の
安
齋

龍
一
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な

お
、
各
部
の
審
査
結
果
は
表
の
と

お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
例
年
ど
お
り
、
県
酪
婦

人
部
や
ま
び
こ
会
に
準
備
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
豚
汁
を
昼
食
と

し
、
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
ビ

ン
ゴ
大
会
も
開
催
さ
れ
、
お
昼
の

時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

酪
青
連
が
中
心
と
な
り
開
催

し
た
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

シ
ョ
ー
が
、
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
こ
と
に
深
く
感
謝
致

し
ま
す
。
今
後
と
も
、

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

ジュニアショー風景

デイリィープリンセス
郡山市　松川　結衣 さん（左）
川俣町　菅野　　梢 さん（右）

ジュニアショー
グランドチャンピオン

鈴木琥太郎 くん

審　査　風　景

（左から）審査長：福島県農業総合センター畜産研究所 所長　志賀　美子 氏
アシスタント審査員：郡山市愛牛家　尾形亜紀子 氏
審査員：岩手県岩手郡葛巻町酪農家　中六角保広 氏
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《《《《《《《 第48回福島県ホルスタインショーチャンピオン褒賞名簿 》》》》》》》
● 審 査 長：志賀　美子  氏（福島県農業総合センター畜産研究所　所長）
● 審 査 員：中六角保広  氏（岩手県岩手郡葛巻町）
● 共進会場：福島県家畜市場（本宮市関下）37頭出品　　　　　　　　　　　　　　　期日：平成29年 4 月22日

区　　　分 出品
番号 名　　　　号 父　　　　牛 生年月日 住所 氏　　名

グランド
チャンピオン

経 産 牛 402 Ｔ.ユニオン　アフター　エチ
ユード

ＭＳ　アトリーズ　ＳＨＴ　ア
フターシヨツク　ＥＴ H27. 3 .24 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

未経産牛 305 バンダイデール　スター　プラ
チナ アロースター　ブラゼル　ＥＴ H27. 8 .18 磐梯町 足利　秀忠

リザーブ
チャンピオン

経 産 牛 501 ロツクマンフアーム　フイー
バー　ミドリ

クラツクホーム　フイーバー　
ＥＴ H26. 1 . 7 石川町 堀江美登里

未経産牛 302 ホワイトヒル　ピノ　ノワール
ロキシー

デスー　ＢＫＭ　マツカチエン
１１７４　ＥＴ H27.11.16 田村市 白土　達也

チャンピオン

第 一 部 105 ヒルトンステージ　アテイツク
ジエノア

オーリンデール　Ｉ　アテイツ
ク　ＥＴ H28. 9 . 3 福島市 鈴木　奨悟

第 二 部 203 イワノー　オブザーバー　プリマ デスー　オブザーバー　ＥＴ H28. 4 . 3 鏡石町 福島県立岩瀬
農業高等学校

第 三 部 305 バンダイデール　スター　プラ
チナ アロースター　ブラゼル　ＥＴ H27. 8 .18 磐梯町 足利　秀忠

第 四 部 402 Ｔ.ユニオン　アフター　エチ
ユード

ＭＳ　アトリーズ　ＳＨＴ　ア
フターシヨツク　ＥＴ H27. 3 .24 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

第 五 部 501 ロツクマンフアーム　フイー
バー　ミドリ

クラツクホーム　フイーバー　
ＥＴ H26. 1 . 7 石川町 堀江美登里

第 六 部 601 Ｔ.ユニオン　ラグ　アツプル
タレント

ラデイーノパーク　タレント　
ＥＴ H25. 3 .14 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

ベストアダー

第 四 部 402 Ｔ.ユニオン　アフター　エチ
ユード

ＭＳ　アトリーズ　ＳＨＴ　ア
フターシヨツク　ＥＴ H27. 3 .24 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

第 五 部 503 シヤローリバー　マダム　ダミ
オン　ナンシー　Ｗ８ アーバクレスダミオン H25.10.31 猪苗代町 浅川　輝大

第 六 部 601 Ｔ.ユニオン　ラグ　アツプル
タレント

ラデイーノパーク　タレント　
ＥＴ H25. 3 .14 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

ベスト
プロダクシン

第 五 部 501 ロツクマンフアーム　フイー
バー　ミドリ

クラツクホーム　フイーバー　
ＥＴ H26. 1 . 7 石川町 堀江美登里

第 六 部 606 サークルバレー　ＭＢＢ　ゴー
ルド　アイオーン

ミツドフイールド　ＣＣＭ　アイ
オーン H23.12.15 矢吹町 円谷　真也

ベスト
ショーマン 福島県立岩瀬農業高校３年生 安齋　龍一

ジュニアショー 東湯野小学校６年生 鈴木琥太郎

未経産牛の部  バンダイデール　スター　プラチナ号
磐梯町　足　利　秀　忠　氏

経産牛の部 Ｔ．ユニオン　アフター　エチユード号
本宮市　㈱T・ユニオンデーリィ

グランドチャンピオン
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四
月
十
一
日
㈫
福
島
県
農
業
総

合
セ
ン
タ
ー
「
大
会
議
室
」
に
て
、

福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連
盟
第

四
十
五
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
佐
藤
正
仁
会
長

が
挨
拶
を
述
べ
、
福
島
県
農
林
水

産
部
畜
産
課
白
石
芳
雄
課
長
、
生

乳
生
産
者
団
体
を
代
表
し
、
福
島

県
酪
農
業
協
同
組
合
宗
像
実
代
表

理
事
組
合
長
よ
り
来
賓
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
県
南
酪

農
研
究
会
の
矢
内
利
幸
氏
が
議
長

に
選
出
さ
れ
、
提
出
議
案
の
議
案

第
一
号
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
書

承
認
に
つ
い
て
、
議
案

第
二
号
平
成
二
十
九
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
書
承
認
に
つ
い

て
、
議
案
第
三
号
平
成

二
十
九
年
度
会
費
の
賦

課
並
び
に
徴
収
方
法
に

つ
い
て
は
、
原
案
通
り

可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
の

事
業
報
告
に
つ
い
て
は
、

四
月
に
「
第
四
十
七
回

福
島
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

シ
ョ
ー
」
を
開
催
し
、
県

内
各
地
よ
り
優
秀
な
五
十
頭
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
拡
大
活
動

と
し
て
「
大
切
な
人
に
乳ち

ち

を
贈
ろ

う
！ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催

し
、
福
島
県
農
林
水
産
部
へ
福
島

県
産
牛
乳
を
寄
与
し
、「
安
心
・

安
全
な
福
島
県
産
牛
乳
」
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
食
」
と
「
命
」
の
大
切
さ
を
学

ぶ
場
を
提
供
す
る
「
う
つ
く
し
ま

も
～
も
～
ス
ク
ー
ル
」
事
業
を
県

内
五
カ
所
の
学
校
で
開
催
し
ま
し

た
。
二
月
に
は
、
第
六
十
四
回
酪

農
経
営
発
表
大
会
・
酪
農
講
演
会

を
酪
農
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

し
、
意
見
体
験
発
表
の
部
で
県
北

酪
農
研
究
会
の
渡
辺
幸
子
さ
ん
、

経
営
発
表
の
部
で
県
南
酪
農
研
究

会
の
雪
割
牧
場
有
限
会
社
田
中
進

さ
ん
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
三

月
に
は
秋
田
県
鹿
角
市
「
ホ
テ
ル

鹿
角
」
で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
六

回
東
北
酪
農
発
表
大
会
へ
渡
辺
幸

子
さ
ん
と
田
中
進
さ
ん
の
二
名
が

出
場
し
、
お
二
人
と
も
福
島
県
の

酪
農
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る

素
晴
ら
し
い
発
表
を
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
経
営
発
表
の
部

で
雪
割
牧
場
有
限
会
社
の
田
中
進

さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
平

成
二
十
九
年
七
月
に
北
海
道
札
幌

市
で
開
催
さ
れ
る
第
四
十
六
回
全

国
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会

へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

本
連
盟
で
は
、
会
員
相
互
の
親

睦
と
情
報
交
換
を
通
し
、
本
県
酪

農
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
標

に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
福
島
県
産
の
牛
乳
や
乳
製
品

を
安
心
し
て
消
費
者
が
飲
む
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
各
関
係
機
関
と

協
力
し
福
島
県
産
牛
乳
の
安
全
性

を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
へ
積
極
的
に
参

加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
世

代
を
担
っ
て
い
く
会
員
や
避
難
生

活
が
続
く
会
員
と
と
も
に
、
福
島

県
の
復
興
に
向
け
て
、
新
た
な
活

動
や
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
青
連
通
常
総
会
後
に

福
島
県
酪
農
青
年
部
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
は
す
べ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連
盟

通
常
総
会
開
催

第45回
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去
る
四
月
十
七
日
㈪
や
ま
び
こ
会

第
二
十
六
回
通
常
総
会
が
、
本
宮
市

本
組
合
会
議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
福
島
県
農
林

水
産
部
畜
産
課
白
石
芳
雄
課
長
、
福

島
県
酪
農
業
協
同
組
合
宗
像
実
代
表

理
事
組
合
長
、
酪
王
乳
業
㈱
大
竹
芳

雄
社
長
、
酪
青
連
佐
藤
正
仁
会
長
、

生
産
部
佐
藤
洋
一
部
長
を
お
迎
え
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
る
前
に
平
成
二
十
八
年

度
の
ひ
ま
わ
り
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀

作
品
に
対
し
て
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
、
平
成

二
十
九
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
案
が
可
決
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
二
十
九
年
度
も
引
き
続
き

牛
乳
の
消
費
拡
大
活
動
・
や
ま
び
こ

会
研
修
会
・
環
境
美
化
運
動
を
さ
ら

に
推
し
進
め
な
が
ら
、
県
酪
青
連
事

業
や
東
北
酪
青
女
事
業
の
参
加
協
力

な
ど
の
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
、

積
極
的
な
事
業
へ
の
参
加
と
、
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

や
ま
び
こ
会
通
常
総
会
開
催

昨年に引き続き、酪王カフェオレファンの集いを“日本橋ふくしま館 MIDETTE”にて開催い
たします。大人気酪王カフェオレアイスや、各種コラボ商品・グッズ等の販売など、ますます
大注目の「酪王カフェオレ」の魅力をＰＲします。東京にお越しの際はぜひお立ち寄りください。

昨年に引き続き、酪王カフェオレファンの集いを“日本橋ふくしま館 MIDETTE”にて開催い
たします。大人気酪王カフェオレアイスや、各種コラボ商品・グッズ等の販売など、ますます
大注目の「酪王カフェオレ」の魅力をＰＲします。東京にお越しの際はぜひお立ち寄りください。 を開催！！を開催！！を 開催！！を 開催！！

『酪王カフェオレ in
　  MIDETTE 2017』

『酪王カフェオレ in
　  MIDETTE 2017』

『酪王カフェオレ in
　  MIDETTE 2017』

『酪王カフェオレ in
　  MIDETTE 2017』

6 24
（土）

お知らせ！！お知らせ！！お知らせ！！お知らせ！！

● ミルクの妖精「ミルミーちゃん」（左側）
ミルクからうまれたミルク妖精のミルミーちゃんは、ミルクのあるところや
ミルクが好きな人のところに現れるよ。
からだは自由にかたちを変えることができるから、いろんなことができちゃう。
ロックが好きで、運動するのも好き。ときどき料理のお手伝いもするよ。

● 牛飼い「カウカウさん」（右側）
とってもやさしい牛飼いのカウカウさんは、暑い日も寒い日も、まいにち牛
さんのお世話をしながらミルクをつくっているよ。
仲良しのミルミーちゃんと音楽を聴いたり、料理をするのが好き。
若い頃はギターをやっていたから、ときどき牧場でエアギターするよ。
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三
月
二
十
一
日
㈫
～
二
十
二
日

㈬
に
秋
田
県
鹿
角
市
「
ホ
テ
ル
鹿

角
」
に
て
、
東
北
酪
農
青
年
女
性

会
議
主
催
の
第
四
十
六
回
酪
農
発

表
大
会
が
開
催
さ
れ
、
東
北
各
地

か
ら
一
一
〇
名
の
酪
友
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

今
大
会
は
経
営
発
表
の
部
で
は

二
名
が
発
表
さ
れ
、
は
じ
め
に

宮
酪
青
年
婦
人
連
絡
協
議
会  

荒  

修
さ
ん
が
、『
最
小
限
の
労
力
で

最
大
限
の
利
益
を
追
求
』と
題
し
、

「
現
在
、
経
産
牛
二
十
一
頭
を
飼

養
し
後
継
牛
の
確
保
は
、
受
胎
率

の
高
い
未
経
産
牛
に
性
判
別
精
液

を
使
用
し
、
そ
れ
以
降
の
分
娩
、

経
産
牛
に
は
和
牛
受
精
卵
の
移
植

を
行
う
な
ど
受
精
卵
の
生
産
・
移

植
・
技
術
開
発
を
行
う
㈱
ノ
ー
ス

ブ
ル
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
受

精
卵
移
植
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
さ
ら
に
、
全
日
本
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
へ
出
品
や
地
元

の
宮
城
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

同
志
会
や
地
元
青
年
部
に
所
属

し
、
視
察
研
修
や
定
例
勉
強
会
や

一
般
消
費
者
と
の
交
流
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
。
今
後
は
ゲ

ノ
ム
解
析
を
活
用
し
た
家
畜
の
改

良
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
和
牛

ド
ナ
ー
を
増
頭
し
、
将
来
的
に
は

牛
乳
販
売
、
個
体
販
売
、
受
精
卵

販
売
の
三
本
柱
で
経
営
を
よ
り
厚

み
の
あ
る
も
の
に
し
つ
つ
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
経
営
を
目
指
す
と
と
も

に
、『
先
輩
の
恩
は
後
輩
に
返
せ
』

と
言
う
言
葉
が
地
元
で
受
け
継
が

れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
後
輩

た
ち
の
た
め
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
」
と
発
表
い
た
だ
き

ま
し
た
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

次
に
、
福
島
県
酪
農
青
年
研
究

連
盟  

農
業
生
産
法
人
雪
割
牧
場

㈲
田
中
進
さ
ん
が
、『
開
拓
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
酪
農
共
同
体
と
し

て
次
世
代
へ
と
継
承 

～
地
域
営

農
の
永
続
性
を
求
め
て
～
』
と
題

し
、「
西
郷
村
は
酪
農
の
農
業
産

出
額
の
三
七
％
を
し
め
る
な
ど
酪

農
が
村
の
重
要
な
基
幹
産
業
と

な
っ
て
い
る
。
戦
後
の
開
拓
に
よ

り
、
生
き
て
い
く
た
め
に
土
地
を

耕
し
、
厳
し
い
環
境
の
中
で
生
活

す
る
な
ど
、
現
在
の
生
活
基
盤
、

自
給
飼
料
基
盤
が
あ
る
の
は
祖
父

母
・
父
母
た
ち
の
お
か
げ
で
あ
り
、

開
拓
魂
を
引
き
継
ぎ
、
土
地
を
絶

や
す
こ
と
な
く
守
る
と
い
う
精
神

は
雪
割
牧
場
の
経
営
理
念
の
大
き

な
柱
と
も
な
っ
て
い
る
。
平
成
三

年
に
酪
農
情
勢
を
鑑
み
、
永
続

的
に
営
農
生
活
を
守
っ
て
い
く

に
は
と
考
え
た
場
合
、
個
々
の

酪
農
家
の
組
織
化
、
共
同
経
営

に
よ
る
効
率
化
し
か
道
は
な
い

と
結
論
に
至
り
、
た
と
え
自
分

が
辞
め
た
と
し
て
も
会
社
と
し

て
存
続
が
可
能
で
あ
り
、
地
域

に
存
続
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
た
こ
と
が
、
法

人
化
計
画
始
動
の
背
景
と
な
っ

て
い
る
。

　

法
人
化
に
向
け
て
、
地
元
の

リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
た
現
在
の

農業生産法人雪割牧場㈲　田中　進 さん

東
北
酪
農
青
年
女
性
会
議

酪
農
発
表
大
会
開
催
! !

第46回福
島
県
代
表
と
し
て
、

【
経
営
発
表
の
部
】

　
　
農
業
生
産
法
人 

雪
割
牧
場
㈲

田
　
中
　
　
　
進  

さ
ん
　

【
意
見
・
体
験
発
表
の
部
】

 

渡
　
辺
　
幸
　
子  
さ
ん
　

す
ば
ら
し
い
発
表
を
行
い
ま
し
た
!!

2017. 3
in 秋田県

◆
経
営
発
表
の
部
に
お
い
て
、
農
業
生
産
法
人 

雪
割
牧
場

㈲ 

田
中  

進
さ
ん
が
、
農
林
水
産
省
東
北
農
政
局
局
長
賞

（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞
!!

◆
７
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会

in
札
幌
へ
、
経
営
発
表
の
部
の
東
北
代
表
と
し
て
、
農
業

生
産
法
人 

雪
割
牧
場
㈲ 

田
中  

進
さ
ん
が
出
場
へ
。
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社
長
を
中
心
に
メ
ン
バ
ー
五
人
が

集
ま
り
、
約
三
年
の
歳
月
を
か
け

徹
底
的
に
議
論
し
、
共
同
経
営
に

当
た
り
経
営
理
念
か
ら
作
業
の
細

部
ま
で
、
メ
ン
バ
ー
内
の
意
思
や

考
え
方
の
統
一
が
図
ら
れ
た
。
設

立
当
初
は
大
掛
か
り
な
施
設
投
資

は
行
わ
ず
、
メ
ン
バ
ー
の
既
存
施

設
を
活
用
し
て
経
営
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
社
長
が
中
心
に
な
り
全
員

で
共
通
し
た
長
期
・
短
期
の
目
標

を
立
て
着
実
に
小
さ
な
成
果
を
積

み
重
ね
て
き
て
、
平
成
二
十
三
年

に
は
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
を
予
定

し
て
い
た
さ
な
か
に
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
、
規
模
拡
大
ど
こ
ろ

か
雪
割
牧
場
の
牧
場
が
存
続
の
危

機
に
陥
っ
た
時
で
も
、
危
機
感
を

共
有
し
た
各
役
員
の
徹
底
し
た
牛

群
管
理
と
そ
の
後
の
迅
速
な
除
染

作
業
に
よ
る
自
給
飼
料
生
産
基
盤

の
回
復
な
ど
に
よ
り
、
経
営
を
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

経
営
の
特
徴
と
し
て
、
自
給

飼
料
は
地
域
農
地
を
積
極
的
に

借
り
入
れ
し
、
収
穫
面
積
を
当

初
二
十
ha
で
あ
っ
た
も

の
を
二
十
五
ha
以
上
増

加
さ
せ
、
平
成
十
八
年

か
ら
コ
ン
ト
ラ
の
作
業

受
託
を
行
い
、
堆
肥
流

通
・
耕
畜
連
携
に
お
い

て
は
、
平
成
十
年
に
福

島
県
堆
厩
肥
・
自
給
飼

料
生
産
技
術
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
良
質
堆
肥

を
地
域
に
還
元
し
て
い

る
。
繁
殖
管
理
で
は
、

平
成
二
十
八
年
に
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
増

設
時
に
牛
歩
計
を
導
入
し
、
繁
殖

管
理
の
効
率
化
が
図
ら
れ
成
績
は

向
上
し
て
い
る
。
後
継
牛
は
自
家

産
に
よ
り
更
新
・
増
頭
を
実
施
し

て
お
り
、
初
妊
牛
価
格
高
騰
な
ど

外
部
の
影
響
を
受
け
な
い
経
営
を

行
い
、
さ
ら
に
は
性
判
別
精
液
を

利
用
し
後
継
牛
を
確
保
し
、
育
成

牛
は
北
海
道
の
牧
場
に
預
託
し
て

い
る
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
酪
農
を

主
産
業
と
し
て
成
り
立
っ
て
き
て

地
域
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
さ
ら

に
強
い
経
営
体
と
な
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
今
以
上
に
規
模
拡
大
す

る
計
画
を
し
て
お
り
、
当
面
の
目

標
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災

復
興
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て

五
〇
〇
頭
規
模
へ
拡
大
、
そ
の
次

の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
一
、〇
〇
〇

頭
規
模
へ
増
頭
を
目
指
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
に
は
、
雇
用
促
進

に
よ
る
地
域
活
性
化
、
搾
乳
素
牛

増
産
に
よ
る
地
域
還
元
、
時
給
飼

料
増
産
に
よ
る
地
域
還
元
が
期
待

さ
れ
、
さ
ら
な
る
強
い
経
営
体
を

作
り
、
地
域
農
業
か
つ
福
島
県
の

酪
農
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
く
と

と
も
に
開
拓
で
先
祖
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
生
産
基
盤
を
次
世
代

へ
継
承
し
て
い
き
た
い
」
と
発
表

い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

今
回
の
発
表
は
個
人
経
営
と
法

人
経
営
と
違
い
が
あ
っ
た
が
、
い

ず
れ
も
内
容
は
素
晴
ら
し
く
審
査

に
は
苦
慮
し
た
が
審
査
の
結
果
、

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
営
や
自
家

産
後
継
牛
の
確
保
、
将
来
は
後
継

牛
の
供
給
に
よ
る
地
域
へ
の
貢
献

を
目
指
し
て
い
る
点
、
更
に
は
、

次
世
代
へ
の
経
営
移
譲
も
考
え
て

い
る
点
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た

農
業
生
産
法
人
雪
割
牧
場
㈲
田
中

進
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
最
後
に
、
発
表
さ
れ
た
二
名

の
将
来
へ
の
発
展
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
紹
介
さ
れ
た
先
進
的
事

例
が
参
集
者
の
地
域
に
応
じ
た
独

自
の
事
業
に
展
開
し
、
我
が
国
酪

農
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
期
待
し
講
評
い
た
だ
き
ま

し
た
。＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

続
い
て
、
意
見
・
体
験
発
表
の

部
で
は
四
名
が
発
表
さ
れ
、
は
じ

め
に
あ
き
た
北
部
酪
農
青
年
婦
人

会
議  

小
林
大
峰
さ
ん
が
『
戦
後

開
拓
七
十
年
　
私
の
選
択
　
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
と
と
も
に
』
と
題
し
、

「
入
植
の
四
代
目
と
し
て
そ
の
思

い
を
受
け
継
ぎ
、
酪
農
に
日
々
励

ん
で
お
り
、
子
供
の
時
は
牛
が
苦

手
だ
っ
た
が
、
小
学
四
年
生
の
時

初
め
て
目
の
当
た
り
に
し
た
子
牛

の
出
産
、
そ
の
お
産
の
介
助
の
体

験
、
そ
こ
で
芽
生
え
た
牛
へ
の
愛

情
は
二
年
後
の
小
学
六
年
生
で
の

自
由
研
究
に
も
表
れ
、
酪
農
家
に

な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

北
海
道
の
学
校
法
人
酪
農
学
園　

と
わ
の
森
三
愛
高
校
へ
進
学
、
卒

業
後
は
㈲
福
屋
牧
場
で
の
研
修
を

経
て
、
平
成
二
十
四
年
に
就
農
。

酪
農
後
継
者
と
し
て
、
決
意
を
新

た
に
、
地
域
交
流
や
酪
友
と
の
活

動
を
行
い
な
が
ら
、Facebook

を
活
用
し
た
消
費
者
交
流
も
行
い

な
が
ら
、
自
給
飼
料
生
産
に
力
を

い
れ
な
が
ら
、
安
全
安
心
で
き
る

美
味
し
い
牛
乳
を
消
費
者
に
届
け

て
い
き
た
い
」
と
発
表
い
た
だ
き

ま
し
た
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

発 表 者 の 皆 さ ん
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次
に
、み
や
ぎ
の
酪
農
青
年
部
・

婦
人
部  

髙
橋
駿
太
さ
ん
が
『
自

分
の
目
標
に
向
か
っ
て
牛
と
共
に

歩
む
』
と
題
し
、「
幼
い
こ
ろ
か

ら
両
親
の
い
る
牛
舎
へ
行
き
手

伝
っ
た
り
、
幼
少
期
か
ら
共
進
会

に
も
父
と
一
緒
に
参
加
し
た
り
、

そ
の
後
の
進
路
や
海
外
実
習
が
仲

間
や
家
族
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
。
海
外
実
習
か
ら
帰
国
後
、
実

家
に
戻
っ
た
際
に
感
じ
た
理
想
と

現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
『
就
農
し
た

く
な
い
』
と
悩
ん
だ
が
、
母
校
の

恩
師
か
ら
の
『
ゆ
っ
く
り
で
い
い

か
ら
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
牛

と
共
に
歩
い
て
行
こ
う
』
と
の
言

葉
に
目
が
覚
め
、
実
家
で
の
牛
と

牛
舎
の
管
理
や
改
善
に
奮
起
し
、

さ
ら
な
る
目
標
の
た
め
に
も
家
族

や
仲
間
、
そ
し
て
牛
た
ち
と
と
も

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
発
表

い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

次
に
、
山
形
県
酪
農
青
年
婦

人
会
議  

山
口
綾
子
さ
ん
が
『
波

乱
万
丈
　
私
の
人
生
』
と
題
し
、

「
旦
那
さ
ん
と
の
結
婚
を
機
に
歯

科
医
院
を
退
職
し
酪
農
の
仕
事
を

始
め
、
無
我
夢
中
で
仕
事
を
し
て

い
た
。
そ
ん
な
中
、『
酪
農
家
の

嫁
に
き
た
の
だ
か
ら
、
仲
間
づ
く

り
は
大
切
だ
ぞ
』
と
言
わ
れ
、
若

妻
の
集
ま
り
『
み
る
く
会
』
に
参

加
し
な
が
ら
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

や
悩
み
事
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
、
今
も
そ
の
と
き
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
義
父
か
ら
、
経
営
全
体
を
任

さ
れ
た
が
多
額
の
借
金
返
済
と
度

重
な
る
試
練
の
中
で
、
多
く
の
人

た
ち
の
協
力
と
飼
養
管
理
の
見
直

し
や
計
画
の
練
り
直
し
で
得
た
も

の
が
、
完
済
後
の
今
現
在
の
安
定

し
た
経
営
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
。
波
乱
万
丈
な
経
験
を
し
て
き

て
、子
育
て
が
終
わ
っ
た
今
は『
酪

農
家
に
嫁
入
り
し
や
す
い
環
境
を

作
り
、
子
育
て
も
出
来
る
よ
う
に

し
て
い
く
べ
き
だ
』
と
家
族
み
ん

な
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
う
ま
く
補
い
な
が
ら
女
性

に
も
余
裕
を
与
え
、
家
族
と
仲
間

と
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
発

表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

最
後
に
、
福
島
県
酪
農
青
年
研

究
連
盟  

渡
辺
幸
子
さ
ん
が
『
私

の
成
長
は
人
と
の
出
会
い
か
ら
』

と
題
し
、「
子
供
の
頃
か
ら
好
奇

心
旺
盛
、
何
で
も
体
験
し
て
み
な

い
と
い
ら
れ
な
い
性
格
、
人
と
接

す
る
事
が
大
好
き
で
行
動
的
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
青
年
団
活
動
を

通
じ
て
の
地
域
の
人
と
の
出
会

い
、
そ
し
て
今
の
ご
主
人
と
の
出

会
い
、
ま
た
は
酪
農
と
の
出
会
い

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
『
は
た
ち

の
こ
う
ざ
』。
そ
し
て
地
域
の
仲

間
と
一
緒
に
参
加
す
る
『
し
ら
さ

わ
秋
祭
り
』
で
は
乳
製
品
販
売
に

携
わ
る
こ
と
で
消
費
者
と
生
産
者

と
の
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋

が
り
、
更
な
る
や
る
気
に
結
び
付

い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
海
外
に
興

味
を
持
ち
い
っ
て
み
た
と
〝
若
人

の
翼
〟
に
て
、
三
十
八
年
前
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

で
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
さ
ん
と
の
出

会
い
、
そ
れ
か
ら
も
お
互
い
に
手

紙
の
や
り
と
り
を
行
い
な
が
ら
交

流
し
て
き
て
、
六
年
前
の
原
発
事

故
の
時
も
事
故
直
後
の
映
像
を

見
て
、
言
葉
の
通
じ
な
い
な
が

ら
も
直
接
電
話
を
く
れ
た
こ
の

こ
と
が
、
当
時
の
私
に
勇
気
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
し

て
、
今
年
六
月
に
以
前
か
ら
ま

た
会
い
た
い
と
い
う
〝
夢
〟
を

か
な
え
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
く

こ
と
に
な
り
、
就
農
し
て
毎
日

が
大
変
で
何
度
も
挫
折
し
そ
う

に
な
っ
た
時
に
何
度
も
支
え
ら

れ
た
こ
と
や
感
謝
の
気
持
ち
、

さ
ら
に
は
今
の
福
島
の
現
状
を

正
し
く
伝
え
、〝
今
の
私
は
大

丈
夫
だ
よ
〟
と
安
心
さ
せ
て
あ

げ
た
い
と
思
う
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
か

ら
戻
っ
た
ら
、
今
ま
で
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
恩
返
し
と
し
て
、
福
島

の
酪
農
に
貢
献
で
き
る
活
動
を

し
、
地
域
の
仲
間
た
ち
が
お
互
い

に
助
け
合
い
、
そ
し
て
、
若
い
人

達
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。〝
人

と
の
出
会
い
〟
か
ら
〝
酪
農
の
魅

力
〟
を
感
じ
、
酪
農
の
魅
力
を
若

い
人
達
に
伝
え
て
い
く
と
共
に
、

こ
れ
か
ら
も
、〝
人
と
の
出
会
い
〟

を
大
切
に
主
人
と
二
人
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
発
表
い
た
だ
き

ま
し
た
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

以
上
四
名
の
素
晴
ら
し
い
発
表

を
各
会
議
か
ら
選
出
さ
れ
た
十
二

名
の
審
査
員
に
よ
り
慎
重
審
議
を

行
い
、
そ
の
中
で
、
審
査
基
準
に

あ
る
酪
農
と
の
係
わ
り
、
周
囲
と

の
繋
が
り
、
活
動
の
広
が
り
、
目

標
と
夢
の
現
実
性
の
四
点
に
基
づ

き
評
価
し
た
結
果
、「
自
分
の
目

標
に
向
か
っ
て
牛
と
共
に
歩
む
」

の
通
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る

全
国
大
会
に
向
か
っ
て
更
に
牛
と

共
に
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
く
、
髙

橋
駿
太
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き

渡辺　幸子 さん（意見体験発表の部）
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ま
し
た
。

　

発
表
者
そ
れ
ぞ
れ
の
酪
農
に
対

す
る
思
い
は
、
会
場
に
い
た
た
く

さ
ん
の
方
々
へ
伝
わ
り
、
改
め
て

酪
農
の
魅
力
を
再
確
認
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。さ
ら
に
、

福
島
県
代
表
と
し
て
発
表
い
た
だ

き
ま
し
た
渡
辺
幸
子
さ
ん
に
は
、

六
月
に
三
十
八
年
ぶ
り
に
再
会
す

る
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
さ
ん
と
の
お
話

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

七
月
に
北
海
道
札
幌
市
「
札
幌

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
大
通
公
園
」に
て
、

第
四
十
六
回
全
国
酪
農
青
年
女
性

酪
農
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
、
東

北
代
表
と
し
て
経
営
発
表
の
部
に

は
、
農
業
生
産
法
人
雪
割
牧
場
㈲

田
中
進
さ
ん
、
意
見
・
体
験
発
表

の
部
に
は
、
髙
橋
駿
太
さ
ん
が
出

場
い
た
し
ま
す
の
で
、
応
援
お
願

い
し
ま
す
。

第46回 全国酪農青年女性酪農発表大会
in 札幌 ★ 参加者募集!!

「第46回全国酪農青年女性酪農発表大会」が ７月13日㈭ ～ 1４日㈮に北海道札幌市「札幌ビューホテル大
通公園」にて開催されます。
東北酪農青年女性会議の代表として、酪農経営発表の部に雪割牧場㈲田中  進さん（福島県）、酪農意見・発
表の部に髙橋駿太さん（宮城県）が出場致しますので、会員の皆様の応援を宜しくお願い致します。
また、オプションツアーで小樽 or 富良野観光ツアーも企画しておりますので、ご参加をお待ちしております♪

日　程：７月13日㈭
13:00～13:55　開会式
14:00～16:05　酪農経営発表
16:05～16:15　らくのうこどもギャラリー表彰式
16:30～18:15　酪農意見・体験発表
19:30～21:30　懇親会

７月14日㈮
9:00～ 9:30　　酪農経営発表質疑応答
9:30～ 9:50　　酪農意見・体験発表質疑応答
10:05～11:30　審査講評・表彰式
11:30～11:50　閉会式

【酪農発表大会参加日程】※発表大会終了後、小樽 or 富良野観光ツアーも企画中!!（詳しい日程は別紙参照）
　日　時：７月13日㈭～14日㈮　１泊２日　※小樽 or 富良野観光ツアー２泊３日プラン ～15日㈯

※発表大会終了後、小樽 or 富良野観光ツアー（詳細は後ほど！）
※なお、その他詳細については、各研究会事務局までお問い合わせください。

田中　進 さん と 渡辺　幸子 さん
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東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
余

り
が
経
ち
、
よ
う
や
く
南
相
馬

小
高
区
も
復
興
に
向
け
て
歩
み

だ
し
ま
し
た
。
昨
年
七
月
に
は

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
が
解

除
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た

な
る
希
望
を
も
っ
て
進
ん
で

い
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
で
私

達
、
大
富
酪
農

研
究
会
員
は
震

災
に
よ
る
東
京

電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
っ

て
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
家

族
同
然
の
牛
た

ち
を
牛
舎
に
繋

い
だ
ま
ま
避
難

し
、
結
果
的
に

餓
死
さ
せ
、
見

殺
し
に
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が

心
の
ど
こ
か
に

い
つ
も
引
っ
か
か
っ
て
い
ま
し

た
。
会
員
か
ら
「
牛
魂
碑
」
の

建
立
の
話
が
出
て
建
立
の
運
び

と
な
り
こ
の
度
完
成
し
、
四
月

八
日
に
開
眼
法
要
を
執
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
法
要
が

済
ん
で
気
持
ち
も
牛
た
ち
へ
の

申
し
訳
が
た
っ
た
よ
う
な
思
い

が
あ
り
ま
す
。「
牛
魂
碑
」
の

建
立
は
私
達
研
究
会
員
に
と
っ

て
「
牛
た
ち
へ
の
詫
び
状
」
で

も
あ
り
ま
す
。

牛
た
ち
へ
の
詫
び
状

大
富
酪
農
研
究
会
　
　
半
　
杭
　
一
　
成

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
　
東
日
本
大
震
災
及

び
東
京
電
力
福
島
第一原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生

　
原
発
か
ら
二
十
キ
ロ
圏
内
の
住
民
に
対
し
、国
か
ら

最
も
重
い「
避
難
指
示
」が
発
令
さ
れ「
人
命
優
先
」

の
方
針
に
よ
り
牛
舎
に
家
畜
を
繋
い
だ
ま
ま
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
、誰
も
立
ち
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
ま

ま
避
難
生
活
は
長
期
化
し
、各
農
家
三
百
頭
余
り
の

牛
た
ち
を
結
果
的
に「
餓
死
」さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
痛
恨
の
極
み
で
あ
る

　
大
富
酪
農
研
究
会
は
昭
和
四
十
五
年
に
設
立
さ

れ
、福
島
県
内
で
も
有
数
の
酪
農
集
団
で
あ
り
、他
の

模
範
と
さ
れ
て
き
た

　
機
械
の
共
同
化
を
進
め
経
営
基
盤
の
安
定
化
を

図
る
う
え
で「
大
富
酪
農
研
究
会
」の
組
織
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
り
、地
域
の
仲
間
と
と
も
に

五
十
年
の
歳
月
を
会
員
一
丸
と
な
っ
て
発
展
さ
せ
て
き

た
経
過
が
あ
る

　
そ
の
よ
う
な
な
か
で
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、

私
た
ち
農
家
の
日
常
の
暮
ら
し
の
す
べ
て
を
奪
い
、と

も
に
歩
ん
で
き
た
か
け
が
え
の
な
い
牛
た
ち
を
「
餓

死
」お
よ
び「
安
楽
死
」へ
と
追
い
や
っ
た
悲
惨
な
で
き

ご
と
で
し
た

　
こ
の
悲
劇
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、犠
牲
に
な

っ
た
家
畜
た
ち
へ
の
慰
霊
の
た
め
に
、こ
こ
に
碑
を
建

立
す
る

平
成
二
十
九
年
四
月
　
大
富
酪
農
研
究
会
　

牛　魂　碑
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熱発生
ルーメン=醗酵タンク

体温上昇
体表から熱を発散するために

体温が上がる
発汗

体表温度を下げるため
水分を使って汗をかく

ホルモンの乱れ
高温ストレスによってホルモン分泌
が乱れ繁殖に悪影響を及ぼす

飲水量の増加
唾液や汗等、失われた水分を

補給するため水を飲む量が増える

食欲の低下
涼しい夜にたくさん食べるようになる

呼吸数の増加
熱を早く逃がすため
呼吸の回数を上げる

唾液の流出
呼吸速迫時には大切な唾液（緩衝剤＝重曹）を垂れ流し

最大1日1k分の重曹を失うこともある

糞

汗の混じってミネラル、特に
ナトリウム・カリウムが流れ出ていく

ルーメンが水で薄まり醗酵効率が落ちる。
それでも水が飲めなきゃもっと悲劇!!

反芻や採食行動を制限する

呼吸運動のため余計に
エネルギーが使われる

夜のドカ食い、食欲は落ちても
配合だけは食べる

ルーメン内pHの低下

ルーメンアシドーシス

暑さで牛体内でのミネラル吸収効率が低下。
糞の中にミネラル、特にカルシウムとリンを排出

2016年  最高日平均気温  月別推移表

気
温

乳牛は気温が22℃を超えると暑熱ストレス
を感じ始めると言われております。
左グラフは昨年のデータですが、各地域で５月から
22℃以上となっていることが分かります。
その為、春と言えども暑熱ストレスは無視できません。

全酪連の小窓　第67回 暑熱対策は夏が来る前に!!

いつもお世話になっております。今回は暑熱ストレスと対策についてご紹介させて頂きます。

１）ファンの整備をしましょう ……………………… ファンが汚れていると送風性能が格段に落ち込みます!! 
２）牛舎内の風通しを良くしましょう ……………… 牛舎内に風通しを妨げるものが置いてありませんか？

牛舎内の空気がこもらないようにしてあげて下さい。
３）牛舎外に日陰を作る工夫をしてみましょう …… 牛舎内への日光の差込みを防ぎ、牛舎内温度の上昇を

抑制します。　例）シェード、グリーンカーテンなど
４）水槽や給水器の点検・掃除をしましょう ……… いつでも新鮮で清潔な水を十分飲めるようにしましょう。
５）飼槽のチェック・補修をしましょう …………… 劣化の進んだ飼槽は粕が溜りやすく、飼料が腐りやす

くなります。
６）重曹製品の馴致をしましょう …………………… 第１胃内のPHを保善する作用を持つ重曹は、粗飼料の

採食量が低下する暑熱時に効果的です。しかし、重曹
自体、牛がバクバクと食べる物でもありませんので、
この時期から夏場に向けて徐々に慣らしていくことを
お勧めします。

●暑くなると牛はどうなる？　～暑熱ストレスが牛へ及ぼす影響～

●今から出来る準備
※気象庁HP　過去の気象データより引用

暑さが原因で牛の行動・生理機能等に様々な変化が起こります。
このことを「ヒートストレス」と呼び改善すべき大きな課題になっています。

●福島県内の気温は？

しっかりと対策を取って、夏に備えましょう！
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　日々の作業に関係する「衛生管理
チェックシート」を毎日、記帳してい
ますか？
　今月は、乳牛の健康管理に関係す
る記帳について紹介いたします。

生乳生産管理チェックシートの記帳・記録
～良質乳を生産して安全・安心を確保するために～

習慣化しよう！
第3号（2017年5月号）

■乳牛の健康管理に関係する記帳

■動物用医薬品等の投与記録

平成29年4月
■衛生管理チェックシート

動物用医薬品等の投与・乾乳軟膏の使用をした場合、
『動物医薬品等の投与記録（P.68～）』、『乾乳軟膏使用記録（P.100～）』に記入

P.8～66

治療 隔離 出荷制限期間の遵守 残留確認 出荷

動物用医薬品等を投与した牛

を誤って搾乳しないように

マーキング等を行いましょう。
出荷制限期間（休薬期間）を遵守！
出荷前の残留確認検査の実施！
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発行：東北生乳販売農業協同組合連合会

■動物用医薬品等の投与記録

■乾乳軟膏の使用記録

乾乳軟膏を使用している牛を誤っ

て搾乳しないようマーキング等を

実施しましょう！

出荷制限期間（休薬期間）を遵守！
出荷前の残留確認検査の実施！

動物用医薬品等の投与記録（68～99ページ）

乾乳軟膏の使用記録（100～105ページ）

獣医師からの診療記録・指示書

有る場合は、診療記録・指示書を
すぐ出せるように整理・保管しましょう。

無い場合は、右ページも記入しましょう。

抗菌性物質が残留した生乳を使用してはならない理由として、

人体への影響があげられます。抗菌剤の使用により増加した薬剤耐性菌を摂取すること

により、抗生物質や合成抗菌剤が効かなくなり、人の感染症の治療を困難にすることが

懸念されています。

生乳の安心・安全を確保するために、
管理基準を遵守した生乳生産及び記帳・記録の保管を行いましょう！
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県北支所

県中支所

県南支所

浜 支 所

JAふくしま未来（飯舘）

県　　　酪

県 北 支 所

安達事業所

県 中 支 所

田村事業所

会津事業所

県 南 支 所

東石事業所

酪農家戸数

戸数
（避難戸数）

支　所　名　称

区　　分

前年度
戸　数

前年比 育成 初妊 乾乳
妊娠

妊娠
搾乳

空胎
搾乳

小計
合計

前年度
頭　数

経　産　牛
乳　　　牛　　　頭　　　数

前年比
１戸当
り頭数

戸 ％ 頭戸 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 ％ 頭

県北支所

県中支所

県南支所

浜 支 所

JAふくしま未来（飯舘）

県　　　酪

県 北 支 所

安達事業所

県 中 支 所

田村事業所

会津事業所

県 南 支 所

東石事業所

支　所　名　称

区　　分

乳牛頭数調査集計表（公共機関を含む） 2017年３月31日現在

月　別　分　娩　予　定　頭　数 販　　売　　乳　　量

2017
４月

2017
５月

2017
６月

2017
７月

2017
８月

2017
９月

2017
10月

牛乳
出荷
戸数

1日当り

地域別販売乳量 1日1頭当り乳量
1日1戸
当り

搾乳牛 経産牛
頭頭 頭 頭 頭 頭 頭 戸 kg kg kg kg

 （7）20 22 90.9 315 38 123 387 759 1,269 1,622 1,505 107.8 81.1

 21 21 100.0 104 31 44 111 309 464 599 590 101.5 28.5

 29 29 100.0 148 47 71 189 484 744 939 972 96.6 32.4

 49 54 90.7 93 29 67 161 345 573 695 761 91.3 14.2

 8 9 88.9 60 22 23 88 132 243 325 329 98.8 40.6

 28 32 87.5 371 157 163 442 728 1,333 1,861 1,995 93.3 66.5

 21 24 87.5 229 111 105 237 423 765 1,105 1,179 93.7 52.6

 （34）10 10 100.0 77 47 29 48 124 201 325 345 94.2 32.5

 （10）0 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 （52）186 201 92.5 1,397 482 625 1,663 3,304 5,592 7,471 7,676 97.3 40.2

 82 73 63 68 69 80 113 20 29,549 1,477 25.8 23.3

 19 23 29 36 23 31 25 21 11,021 525 26.2 23.8

 34 37 47 63 39 30 57 29 16,859 581 25.1 22.7

 41 31 34 31 42 29 49 49 12,859 262 25.4 22.4

 15 10 18 18 17 23 32 8 5,445 681 24.8 22.4

 78 97 95 95 108 123 166 28 32,133 1,148 27.5 24.1

 51 50 59 62 62 79 90 21 17,531 835 26.6 22.9

 15 27 16 15 17 17 17 8 4.596 575 26.7 22.9

 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 335 348 361 388 377 412 549 184 129,993 706 26.2 23.2

　平成29年３月の受託乳量は、県全体で前年比
98.4％の実績でありました。
　団体別の受託乳量は、本組合が4,030㌧前年比
99.0％（対前年同月41㌧減）、全農県本部は2,003㌧
の対前年比97.1％（対前年同月60㌧減）の実績であ

りました。
　東北生乳販連の受託実績については、前年比
97.8％となりました。
　なお、全国の受託実績は対前年比97.9％でありま
す。（北海道：98.0％、都府県97.9％）

平成28年度受託乳量の状況

　３月の東北全体での用途別販売状況については、
生クリーム向けが106.7％（全国の前年比101.7％）、
チーズ向けが102.2％（全国の前年比111.9％）と
前年を上回り、飲用向けが99.5％（全国の前年
比99.9 ％、 北 海 道 は 前 年 比104.2 ％）、 学 乳 向 け
が95.8 ％、 醗 酵 乳 向 け が96.8 ％（ 全 国 の 前 年 比

97.9％）、加工乳向けが前年比89.7％（全国の前年比
89.4％）と前年を下回り推移した。
　なお、今月の当組合酪王乳業での生乳使用量は日
量平均43.3㌧で、本組合生産量の33.3％、県全体生
産量の22.2％を処理しています。

平成28年度用途別販売乳量の状況（東北全体）
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団　　体　　名

県　　酪　　協
全農福島県本部
合　　　　　計
東 北 生 乳 販 連
全　　　　　国

受託乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

団体別受託乳量の状況
３　　月　　分

 　4,030 130.0 99.0
 2,003 64.6 97.1
 6,033 194.6 98.4
 46,173 1,489.5 97.8
 606,024 19,549.2 97.9

用　途　別 販売乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

（東北全体３月）

備考
1）買取乳量を除く

飲　用　向　け
加　工　向　け
学 校 給 食 向 け
醗 酵 乳 向 け
生クリーム向け
チ ー ズ 向 け
全 乳 哺 育 向 け

合　　　計

 29,881 964.0 99.5
 6,166 199.0 89.7
 1,713 55.0 95.8
 6,467 209.0 96.8
 1,715 55.0 106.7
 230 7.0 102.2
 1 0.0 100.0
 46,173 1,489.0 97.8

平成29年度月別支払乳価表平成29年度月別支払乳価表

■東北全体プール乳代金 4,641,519千円 単価104.396円
■  内  福島県分プール乳代金① 583,403千円 単価104.396円
　　　　 プール対象外乳代金② 71,310千円

（学乳向け・買取向け乳代金）
　　　　　　合計乳代金①＋② 654,713千円 単価108.508円

　３月分支払乳価については、現在のところ加工向
け飲用向け共に価格据え置きで取引されており前年
対比で大幅な乳価増減は有りませんでした。プール
乳価、補給金単価合せて前年より17銭上回る単価
となりました。

増　　減項　　目 前年同月

（注）上記合計は、脂肪率３．５％・無脂固形率８．３％の補給金込みの乳
価。

前々年同月29年３月
 102円912 102円592 0円320 99円338
 1円705 1円854 －0円149 1円983
 104円617 104円446 0円171 101円321

プール乳価
補給金単価
合　　計

 4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月 10月 11月 12月  1 月  2 月  3 月

単位・トン
6,000

5,500

5,000

4,500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

28年度

27年度

26年度

25年度

24年度

合　計 4  月  5  月  6  月  7  月  8  月  9   月 10  月 11  月 12  月  1   月  2   月  3   月

4,052

4,476

4,148

3,921

4,094

104.4

4,200

4,605

4,185

4,061

4,231

104.4

3,943

4,287

3,879

3,836

4,025

104.9

3,913

4,231

3,775

3,802

4,028

106.0

4,178

4,149

3,749

3,575

3,839

107.4

4,373

4,276

3,886

3,830

3,889

101.5

24年度

25年度

26年度

27年度

28年度

前年比％

年度 月

月別受託乳量　県酪協（トン）

49,419

50,637

45,959

45,129

46,808

103.7

4,569

4,343

4,035

4,071

4,030

99.0

3,790

4,129

3,703

3,658

3,894

103.8

3,964

4,062

3,621

3,513

3,717

105.8

4,110

4,053

3,620

3,486

3,663

105.1

4,273

4,219

3,781

3,668

3,822

104.2

4,054

3,807

3,577

3,708

3,576

99.9
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第１回　４月27日

理　　事　　会

■ 　議　　案　 ■

議案第１号	 平成29年度事業計画（案）並びに収支
計画（案）について

議案第２号	 平成29年度酪王乳業㈱の改修工事につ
いて

議案第３号	 次期役員改選について
議案第４号	 平成29年度支部活動費等交付金について
議案第５号	 退職給与規程の改正について

■ 　報告事項　 ■

１）平成28年度末定期監査について
２）今後の日程について

第１回　４月18日

第1回管理委員会・第1回生産委員会合同会議
■ 　協議事項　 ■

１）次期役員改選について
２）退職給与規程の改正について

４月１日 酪王乳業㈱棚卸監査
４月３日 福島県酪農協下期棚卸監査
４月４日 福島県生乳委託者委員会
４月５日 県中支所運営委員会
４月６日 福島県ホルスタイン改良同志会通常総会
４月６日 三役委員長合同会議
４月７日 田村事業所開所式
４月７日 浜酪農青年研究会総会
４月11日 福島県酪農青年研究連盟総会
４月13日 県中やまびこ会通常総会
４月14日 乳牛セリ市場
４月14日 全国酪農協会役員会

４月14日 全国酪農協会酪農ネットワーク委員会
４月17日 県酪婦人部やまびこ会通常総会
４月18日 第１回管理委員会・第１回生産委員会

合同会議
４月20日 Ｊミルク平成29年度ブロック会議
４月22日 第48回福島県ホルスタインショー
４月24日 福島県農業会議常設審議委員会
４月24日 福島県畜産関係団体連絡協議会
４月26日 酪王乳業㈱取締役会
４月27日 第１回理事会
４月27日 第１回経営検討会
４月27日 第１回再建再建検討委員会

組　合　の　動　き　　4　月

　前月の県酪農協だよりにて紹介したとおり、田村方部
の事業所は小野新町字宿ノ後に統合し、大和田昭小野町
長を来賓に迎え、セレモニーを開催致しました。石井正美
県中支所運営副委員長の開会のことばに始まり、宗像実
同運営委員長・福島県酪農協代表理事組合長の挨拶、そし
て、来賓の大和田小野町長より祝辞を頂き、岡正宏福島県
酪農協常務理事の発声により乾杯をし、懇談会を開催し
ました。懇談終了は會田義久同運営副委員長が閉会のこ
とばを述べられ開所式を閉じました。
　田村方部酪農の拠点として、役職員一同、酪農業の発展
に寄与する所存であります。今後とも皆様のご指導を賜り
ます様お願い申し上げます。

○ 所在地：田村郡小野町大字小野新町字宿後124
○ 名　称：田村事業所
○ 連絡先：電話　0247−61−5226
　　　　　 FAX　0247−61−5227・5228（２回線）
　　　　　（田村市船引町堀越字柚原65-1の堀越事務所については変わりません）

新田村事業所開所式の開催について
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年次別・月別支払乳価一覧（補給金を含む）
年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 平均
28年度 105.156 106.012 106.878 105.825 104.876 107.459 107.162 106.517 104.921 105.283 106.675 104.617 105.948
27年度 105.116 105.882 106.888 105.964 105.240 107.090 107.342 106.859 106.298 105.468 106.726 104.446 106.110
26年度 100.739 102.193 103.829 102.826 101.978 104.278 104.043 104.000 102.000 102.606 103.222 101.321 102.753
25年度 96.846 98.345 99.659 98.837 97.220 99.688 102.698 102.627 100.215 100.738 101.861 99.542 99.856
24年度 96.446 97.780 99.371 98.530 97.817 100.446 99.772 99.452 97.324 97.231 97.699 95.806 98.140

第258回  県酪協乳牛市場成績

区分 畜種 雌雄 成 立 数
（成 立 率）

最 高 価 格
最 低 価 格

平 均 価 格
（前 回 比）

平 均 体 重
（前 回 比）

平 均 単 価
（前 回 比）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

ET和牛
初生牛

ET和牛

乳　　牛

交 雑 牛

メス

雄

メス

雄

メス

雄

価格：円（落札価格）　率・比：％　　体重：㎏

平成29年 4 月14日開催 購買者数　29名（うち県外11名）

 5 564,000 520,200 89 5,858

 100 407,000 100 94 108

 26 670,000 589,038 110 5,376

 96 428,000 99 99 100

 2 74,000 69,500 65 1,069

 100 65,000 145 114 126

 58 195,000 154,276 74 2,085

 100 49,000 124 104 119

 63 389,000 268,857 73 3,659

 98 60,000 130 106 122

 59 391,000 341,610 72 4,764

 98 50,000 111 92 120

初生牛の畜種毎価格帯別分布表

畜  種 雌雄

ET和牛
メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

交雑牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

乳　牛
メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

（ 0 は0.1～0.9万円、 1 は1.0～1.9万円、以下同様。尚、落札価格です）

＜43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64
1 1 2 1
1 2 1 1 1 2 2 2 1 1 6 4 2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 
1 1

1 3 3 4 11 3 2 8 7 12 4

65 66

＜13 14 ～ 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37
1 3 4 6 3 7 1 3 8 4 6 4 3 2 3 1 2 1 1
1 1 1 1 1 1 1 2 10 6 7 10 11 5 1

38 39

67

0
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　乳牛に感染する寄生虫は多数あり、皮膚や被毛
などの体の表面に寄生する『外部寄生虫』と、消化
管など体の内部に寄生する『内部寄生虫』に大別さ
れます（表１）。
　外部寄生虫は、ダニ、シラミ、サシバエ、アブ、
ブユなどが知られ、寄生による痒みや、吸血によ
る痛みなどのストレスをもたらします。
　内部寄生虫は、顕微鏡下でないと観察すること
ができない小さなコクシジウムから、数メートル
にまで成長するベネデン条虫というサナダムシの
仲間まで、大小さまざまなものが存在します。コ
クシジウムは、国内のほとんどの乳牛が腸管粘膜
上皮細胞内に保有している寄生虫で、とくに育成
牛など若齢の個体において下痢や粘血便などの重
篤な症状を引き起こすことがあります。また、い
わゆる「お腹のムシ」といわれている消化管内線
虫も内部寄生虫に含まれます。
　わが国の牛群には、これらの内・外部寄生虫が
高率に感染し、常在化していることが知られてい
ます。少し古い情報になりますが、1996～97年
に実施された疫学調査において、全国的に放牧牛・
舎飼牛ともに高率に消化管内線虫の虫卵が検出さ
れました（表２）。 国内の牛群にとって寄生虫感

起立時間が増え、尾を振り、採食に集中できなく
なり、横臥時間が減少します。その結果、反芻時
間が短くなり、効率的なエネルギー利用ができな
くなるため、生産性などに影響が出ます。さらに、
痒みによるイラつきで落ち着きがなくなった乳牛
は、搾乳中にミルカーを落としたり、授精・診療
中の作業者を蹴ってしまうなど、問題行動も起こ
しやすくなります。
　食皮ヒゼンダニは接触によってほかの乳牛に感
染すると考えられており、１頭感染牛が出ると、
その隣の乳牛に感染が成立し、いずれ牛群全体に
感染が拡大することが危惧されます。

次号へつづく　て生活するダニで、体表に寄生します（写真１）。
乳牛の場合、尾根部を中心にアレルギー性の皮膚
炎を引き起こすことが多く、継続的な痒みを引き
起こします（写真２）。 これは乳牛にとって強い
ストレスとなり、カウコンフォートを大幅に低下
させます。
　痒みは乳牛の正常な行動を阻害します。つまり、

「うちは大丈夫」は大間違い!

寄生虫と駆虫の
　　　  基礎知識（前編）

痒みや痛みをもたらす外部寄生虫、繁殖成績や乳量、乳
質などに悪影響を及ぼす消化管内線虫。
乳牛に能力を最大限発揮してもらうために、寄生虫感染に
よるストレスと損失を最小限にしましょう。
それには駆虫です!

乳牛の寄生虫症

染は最も身近な感染症の一つといえるでしょう。

　牛疥癬症はヒゼンダニの感染によってもたらさ
れる感染症で、日本では食皮ヒゼンダニが多いよ
うです。食皮ヒゼンダニは文字どおり痂皮を食べ

外部寄生虫の代表例：疥癬症
かい　せん

表１　日本国内の牛の主な寄生虫

*消化管内線虫

●外部寄生虫

●内部寄生虫

マダニ、シラミ、ハジラミ、ノミ、カ、ヤブカ、ブユ、
アブ、ハエ、サシバエ、ノサシバエ

寄生虫名

双口吸虫

牛捻転胃虫*、捻転胃虫*、オステルターグ胃
虫*、毛様線虫*
クーペリア*、乳頭糞線虫*、ネマトジルス*、
牛鉤虫*、牛回虫*、ベネデン条虫、クリプト
スポリジウム
牛鞭虫*、牛腸結節虫*

コクシジウム

肝蛭
膵吸虫
牛肺虫
ビロプラズマ

寄生部位
第一胃、
第二胃

第四胃

小腸

大腸
小腸、
大腸
胆管
膵管
気管支
血液

〒963-0196
福島県郡山市安積町笹川字平の上1－1
日本全薬工業㈱ 福島営業所
TEL024-945-2306　FAX024-945-9345
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　乳牛に感染する寄生虫は多数あり、皮膚や被毛
などの体の表面に寄生する『外部寄生虫』と、消化
管など体の内部に寄生する『内部寄生虫』に大別さ
れます（表１）。
　外部寄生虫は、ダニ、シラミ、サシバエ、アブ、
ブユなどが知られ、寄生による痒みや、吸血によ
る痛みなどのストレスをもたらします。
　内部寄生虫は、顕微鏡下でないと観察すること
ができない小さなコクシジウムから、数メートル
にまで成長するベネデン条虫というサナダムシの
仲間まで、大小さまざまなものが存在します。コ
クシジウムは、国内のほとんどの乳牛が腸管粘膜
上皮細胞内に保有している寄生虫で、とくに育成
牛など若齢の個体において下痢や粘血便などの重
篤な症状を引き起こすことがあります。また、い
わゆる「お腹のムシ」といわれている消化管内線
虫も内部寄生虫に含まれます。
　わが国の牛群には、これらの内・外部寄生虫が
高率に感染し、常在化していることが知られてい
ます。少し古い情報になりますが、1996～97年
に実施された疫学調査において、全国的に放牧牛・
舎飼牛ともに高率に消化管内線虫の虫卵が検出さ
れました（表２）。 国内の牛群にとって寄生虫感

起立時間が増え、尾を振り、採食に集中できなく
なり、横臥時間が減少します。その結果、反芻時
間が短くなり、効率的なエネルギー利用ができな
くなるため、生産性などに影響が出ます。さらに、
痒みによるイラつきで落ち着きがなくなった乳牛
は、搾乳中にミルカーを落としたり、授精・診療
中の作業者を蹴ってしまうなど、問題行動も起こ
しやすくなります。
　食皮ヒゼンダニは接触によってほかの乳牛に感
染すると考えられており、１頭感染牛が出ると、
その隣の乳牛に感染が成立し、いずれ牛群全体に
感染が拡大することが危惧されます。

次号へつづく　て生活するダニで、体表に寄生します（写真１）。
乳牛の場合、尾根部を中心にアレルギー性の皮膚
炎を引き起こすことが多く、継続的な痒みを引き
起こします（写真２）。 これは乳牛にとって強い
ストレスとなり、カウコンフォートを大幅に低下
させます。
　痒みは乳牛の正常な行動を阻害します。つまり、

染は最も身近な感染症の一つといえるでしょう。

　牛疥癬症はヒゼンダニの感染によってもたらさ
れる感染症で、日本では食皮ヒゼンダニが多いよ
うです。食皮ヒゼンダニは文字どおり痂皮を食べ

表2　疫学調査：消化管内線虫の汚染状況

1万頭規模の全国調査（1998年、メリアル）

（1996年4月～1997年12月）

今回の内容はメリアルジャパン㈱学術チーム 池田恵子氏が
DairyJapan に掲載した記事を引用しています

動物用医薬品
エプリネックストピカル

地域

北海道
東北
関東
東海

近畿・中国
四国

九州・沖縄
全体

消化管内線虫 乳頭糞線虫
放牧牛
 100％ 

97
100
95

100
100
98
98

舎飼牛
   91％

43
52
81
85
－
82
75

放牧牛
   70％

94
97
54
62

100
81
81

舎飼牛
   46％

52
46
68
46
－
70
61

写真1  乳牛の痂皮よ
り分離された食皮ヒゼ
ンダニ（Chorioptes
texanus）。 出典：酪
農学園大学  福本信
一郎教授

写真2  食皮ヒゼンダニの感染により尾根部に脱毛と皮膚炎
が生じている乳牛。 出典：メリアル

写真3  消化管内線虫。 出典 : 元鹿児島大学  安田宜鉱先生

写真4  牧草についた朝露の中で乳牛に捕食されるのを待
つオステルターグ胃虫。 出典：メリアル
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●作り方
①　豚バラ肉、小松菜は一口大にし人参、しいたけ

は薄切りにする。
②　フライパンにオリーブオイルをひき豚バラ肉に

火を通し、人参、小松菜の茎、しいたけ、もやし
の順に入れ炒める。

③　牛乳、生クリーム、みそ、塩を入れ軽く炒め、

だし汁を入れ煮詰める。
④　塩、こしょうで味をととのえる。
⑤　茹でた麺に盛り付ける。

（材料：4人分）

・もやし ……………２５０ｇ
・人参 …………… 1/3本
・しいたけ …………… ４個
・豚バラ肉 …………１００ｇ
・小松菜 ……………１００ｇ
・麺 …………………４８０ｇ
・塩 ………………… 少々

・こしょう …………… 少々
・みそ ……………… ６０ｇ
・だし汁（水５００ｍｌ・本だし４ｇ）
  ………………… ５００ｍｌ
・牛乳 ………………２５０ｇ
・生クリーム ……… １５０ｍｌ
・オリーブオイル …… 適量

野菜が多くてヘルシーです。
また、コクがありまろやかです。

平成28年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

平成28年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

郡山女子大学附属高等学校
上ノ内　暖さんの作品野菜たっぷりまろやかみそラーメン

柏屋より酪王乳業㈱とコラボした
シュークリームが発売致しました。

酪王牛乳を使用した「柏屋のシュークリーム」と酪王カフェオレを使用
した「酪王カフェオレシュー」です。
ともに、包み紙に「酪王牛乳」「「酪王カフェオレ」のデザインをあしらって
おり、酪王牛乳の濃厚さや酪王カフェオレそのままの味に仕上がってます。
４月19日㈬より柏屋ケーキ扱い店（16店舗）で発売開始となっております。
是非、ご賞味下さい。

◆ 柏屋のシュークリーム（リニューアル）　　売価 １５０円（税込）

◆ 酪王カフェオレシュー（新発売） 　　　 　売価 １８０円（税込）

※扱い店
【郡山周辺】柏屋本店・八山田柏屋・開成柏屋・香久池柏屋・静御前通り柏屋・本宮柏屋
　　　　　白河柏屋・須賀川柏屋
【福島市周辺】福島柏屋八木田店・御山店・泉店・市役所前店・保原柏屋・二本松柏屋
【会津若松・いわき市周辺】會津柏屋・平柏屋

「酪王牛乳・酪王カフェオレ」を使用した
シュークリームが柏屋より発売！

×
4 / 19から発売開始

『ほっとMilk』投稿募集について
１．テーマは自由（ほっと(^o^)する話題がいいですね）
　　◎文章だけでも結構です。
　　◎写真があると最高です。

２．受付（常時受け付けしています）
　　メール・ＦＡＸ・支所経由・直接持参、何でもＯＫです。
　　E-mail : hi-masiko@fukuraku.or.jp・FAX0243-33-1103


